
中学校 理科 解答例

年 組 番 名前

(1)

震央： イ

(2) ５時４６分５２秒

（５１秒～５４秒も可）

(3) （例）大阪のデータから、震源からの距離

が45kmの時、初期微動継続時間は６秒。

震源からの距離と初期微動継続時間は

比例するので、30km地点の初期微動継

続時間をｘ秒とすると、

45km：６秒＝30km：ｘ秒

の式が成り立つ。

これを解くと、ｘ＝４となり、初期微

動継続時間は４秒となる。

（彦根のデータからは約3.6秒、福井のデータからは、約3.7秒となる。）

※ 比を使って求めたことを説明している、あるいは「比例」という語句を用い

て説明している場合、可とする。

※ こ の 部 分 の 線 の 引 き か

たに留意する。

（右図）

Ｐ波の到着時刻（▲）、Ｓ波の到

着時刻（●）を、それぞれ直線で

つなぐ。その際、地震が発生した

場所は距離が０ｋｍになるので、

Ｘ軸で２本の直線がちょうど交わ

るように、近似値を通る直線にす

る。


